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 これまでに、『食事バランスガイド』の摂取 SV を用いた主要栄養素等の摂取量算出方式を設定
し、女子学生の食生活状況調査によってこの算定方式の有用性を確認し報告してきた。また、栄
養素等摂取量算出値の精度を高めるためには、事前に『食事バランスガイド』の説明を十分に行
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 そこでこの研究では、女子学生の食生活状況調査による料理区分別摂取 SV 数、並びに栄養素
等摂取量を算出して食生活の実態を考察するとともに、世帯構成別、欠食頻度別および外食頻度
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 ⅰ 総エネルギー（kcal） 
   ＝料理区分別合計エネルギー×1.3 
 ⅱ たんぱく質(g) 
   ＝料理区分別設定たんぱく質値（g）×ＳＶ数の合計 
 ⅲ 脂質(g) 
   ＝（総エネルギー － 料理区分別合計エネルギー）÷９ 
 ⅳ 炭水化物(g) 
















 調査の対象となった女子学生は 162 名であり、有効な「食事記録記入用紙」が回収できた学生




取 SV 数は図１の通りであった（図１）。平均摂取 SV 数が高値となったのは、主食、主菜および
副菜であった。一方、牛乳･乳製品および果物の平均摂取 SV 数にはバラツキの著しい傾向が認め
られた。 
 これを前報（2008 年８月実施、被調査者数 160 名、有効回収数 140 名、回収率 87.5％、今回の
調査対象とは異なる。）の結果と比較すると、主食は－0.7 SV、副菜が－0.5 SV、主菜が－0.2 SV、
牛乳･乳製品－0.2 SV および果物が＋0.1 SV で、各料理区分共に若干の増減が認められた。しか
し、平均値からのバラツキには差が認められなかった。 
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 次に、『食事バランスガイド』基本形の 2,000 kcal 階級として設定された料理区分別目標 SV 数
に対する被調査者の料理区分別平均摂取 SV 数の充足率でみると、平均摂取 SV 数は全ての料理
区分で目標 SV 数を下回っていた。もっとも高かったのは主菜で 85％、次いで主食が 80％であっ
た。しかし、目標 SV 数がもっとも大きい副菜では、50％を若干上回る程度となっていた。また、
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２ ＳＶ由来の栄養素等の摂取状況について 
 先ず、被調査者の料理区分別平均摂取 SV 数に基づくエネルギーとたんぱく質の摂取量を、前
報までに設定した SV 当たりエネルギー値およびたんぱく質値（参考１）を用いて計算を行った。


















正係数1.3を乗じて1,280 kcal となった。その他の栄養素は、算出式によってたんぱく質が41.9 g、
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トリウム（食塩相当量）の算出は不可能であるので除外した。 




 被調査者１人１日当たりの栄養素等摂取量の平均は、『食事バランスガイド』による SV 由来の栄
養素等摂取量に、菓子類および嗜好飲料など間食由来の栄養素等摂取量を加えて求めた。平均栄















図４ １人 1日当たり平均栄養素等摂取状況 
 
 一方、「日本人の食事摂取基準（2005 年版）」における 18 歳～29 歳の女性（身体活動レベルⅡ）
の食事摂取基準値は、推定エネルギー必要量が 2,050 kcal、たんぱく質の推奨量は 50 g、脂質の目
標量は 20～30％エネルギー（重量に換算すると 46～68 g）、および炭水化物の目標量は 50～70％




ギーの充足率が 72.2％、たんぱく質が 90.2％、脂質が 69.4％および炭水化物が 76.8％であった。 
 前報における１人１日当たり平均栄養素等摂取量は、エネルギーが1,622 kcal、たんぱく質49.7 g、
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５ 欠食頻度等が各料理区分別摂取ＳＶ数に及ぼす影響について 
 まず、世帯構成別（一人暮らしの単身学生群と同居家族等がいる他の学生群）の内訳では、単
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世 帯 構 成 別 欠 食 頻 度 別 外 食 頻 度 別 
  単身学生群 他の学生群 ２回以下群 ３回以上群 ２回以下群 ３回以上群 
調査者数（人） 14 143 135* 19 96 58 
エネルギー(kcal) 1,230 1,180 1,225* 1,184 1,162 1,225 
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表２ ＳＶ由来のエネルギーおよびたんぱく質摂取量 
（１人１日当たり平均摂取量） 
世 帯 構 成 別 欠 食 頻 度 別 外 食 頻 度 別 
  単身学生群 他の学生群 ２回以下群 ３回以上群 ２回以下群 ３回以上群 
調査者数（人） 14 143 135* 19 96 58 
エネルギー(kcal) 997 984 1,016* 768 995 970 












世 帯 構 成 別 欠 食 頻 度 別 外 食 頻 度 別 
  単身学生群 他の学生群 ２回以下群 ３回以上群 ２回以下群 ３回以上群 
調査者数（人） 14 143 135* 19 96* 58 
エネルギー(kcal) 233 196 210* 199 167* 255 
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月と 12 月と異なったことからか、摂取 SV 数に差がある料理区分があった。各料理区分別摂取 SV
数が季節の影響を受けるかは、今後実施時期と客体数を増やして検証してみる必要がある。 
 
 女子学生の多くが該当する『食事バランスガイド』基本形の 2,000 kcal 階級として設定された、










 被調査者の料理区分別平均摂取 SV 数に基づく摂取エネルギーの平均は 985 kcal であった。ま
た、たんぱく質の平均摂取量は 41.9 g であった。前述の通り、全ての料理区分に認められた摂取
SV 数の不足傾向を反映して、食事として把握されたエネルギーおよびたんぱく質は、いずれも
「日本人の食事摂取基準（2005 年版）」に示された該当年齢階級の基準値に比べ、エネルギーで




と設定した。そこで、摂取 SV 由来のエネルギーに補正係数を乗ずると 1,280 kcal となるが、依
然としてエネルギー食事摂取基準値を 35％程度下回っている。 
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間食等由来のエネルギー摂取量の最大値 909 kcal に対して最小値０kcal、たんぱく質では最大値
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 これまでの先行研究の成果を活用して、食生活状況調査による料理区分別摂取 SV 数並びに栄
養素等の摂取量を算出し、食生活の実態を考察するとともに、世帯構成別、欠食頻度別および外
食頻度別の料理区分別摂取 SV 数と、栄養素等摂取量の差などについて検討を試みた。 
 女子学生の３日間の『食事バランスガイド』における料理区分別平均摂取 SV 数は、前報同様




 世帯構成別、欠食頻度別および外食頻度別の料理区分別平均摂取 SV 数の比較では、欠食頻度
２回以下群は３回以上群より果物を除く料理区分で有意に多くなっていた。また、１人１日当た
実践女子短期大学紀要 第31号（2010） 






 『食事バランスガイド』を用いて検討した女子学生の食生活は、各料理区分別の摂取 SV 数と
ともに主要栄養素等摂取量が低位に推移し、改善のためには何よりも欠食をしない生活習慣の実
践が大切であることを確認した。 
 
